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家庭経済に於ける消費構造の考察 (第二報)
地 域 格 差 に つ い て
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  1 緒   言
 昭和34年 以後の好景気によって,国 民各個人の所得
は大 巾に増大している。 このような所得の伸びに伴っ
て国民の生活消費の状態は確iかに最近向上のあと目覚
ましい事は第一報 で食生活の側面 よ り報告 した。0般
に国民生活の地域格差については消費生活 の フ ロ ウ
(消費支 出)と ス トヅク(個人資産及び社会資産)並 び
にパ タン(消費 の型)(等 よ り分析 されているが著者等
は消 費支 出,消 費者物価,食 料費支 出構成比及び肉類
乳卵類の支 出率等の側面 よ り消費 の地域格差を分析し
その特徴並びに年次的推移を考察 したので報告する。
  π 対象及び方法
 i 総理府統計局調査対象都市の27都 市
 ii期間は昭和30年 ～36年,37年 上半期(1～6月 平均)
 iii消 費支 出額は昭和35年 度全都市平均消費支出総
   額を100と した比率 で表わ した。
  皿 分析結果及び考察
 (1)消 費支出の地域格差
 消費支出総額を食費(外 食費を除 く),住 居費(家
具,什 器を除 く)及 び光熱費等,生 活に基本的に必要
とされる基礎消費支出とその他選択的に随意に支出さ
れ る随意消費支 出に分けて消費内容か ら消費の地域格
差を分析 した。その結果は第1表 及び第1図 の如 くで
あ る。第1表 よ り昭和36年 度では一世帯当 り一 ヵ月間
の消費支出総額は最高 の東京が41,435円 で132.4°oを
示し,最 低は都城の2ユ,242円 で67.9°oとな り,そ の間
の極差は64.5°o,標 準偏差は16.2°o,変 化係数は0.ユ6
となっている。更に年次的格差変動は36/30年 度 では
+6・1ポ イン トとな り,消 費支出総額の地域格差は拡
大の方 向にある。基u消 費支出では最高東京の18,.730
円で67・1%と な り最低は11,406円,36.4%の 都城で,
極差は30.5%,標 準偏差は16.8°0,変 化係数は0.13で
か な り格差は認め られ るが,消 費支出総額の極差 より
縮少している。 これは生活生活の基礎的部分に於てこ
の地域格差が少ない事を示しているものと 考 え られ
る。次に随意消費支 出では,最 高が東京の22,562円 で
72.1°o最 低 が 都 城 とな り9,838円,31.4°oを 示し,極
差 は40.7°o.標 準偏 差 は9.1%,変 化係 数は0.18°oで
あ る。
第1図 消費支出の地域格差変動
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第1表 消費支出の地域差 (27都 市平 均=100)
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 又36/30年 度の格差変動ぽ十3.3ポ イン トとなってい
る。
 更に各消費支出の36/30年 度 の格差変動率は第1図
の如 く消費支出総額では16.0%,基 礎消費支出では
13.2%,並 びに随意消費支出では15.7,,°oとなってい
る。尚37年 度上半期に於ける格差の他年度 との比較は
出来ないが,概 して随意消費支 出のみが前年度に比し
縮 少の傾向にある。以上を考察すれば消費支出総額の
格 差の拡大は主 として随意消費支出格差の拡大にょる
ものと考えられる。基礎消費支 出の格差は基本的には
基礎消費支 出の実質的水準が地域に よ り異なる為であ
るが,地 域にょる気候,習 慣等や消費老物価に も起因
しているものと考え られ る。従って北海道,東 北地方
等の寒冷地方に於いては光熱費の支 出が多 く,そ のた
めに基礎消費支出が相対的に高い。又これに反して中
国,四 国,九 州地方では基礎消費支 出が相対的に高い
が,物 価の高い事が基礎消費支出を更に高 くしている
ものと推察 され る。
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34.2
32.7
32.7
32.3
32.3
29.3
29.3
33.1
29.0
21.9
25.2
34.0
41.5
39.S
37.2
36.6
38.6
37.8
36.2
30.6
28.7
32.4
35.3
31.8
28.6
29.7
33.2
26.6
36.0
33.6
29.3
31.4
25.9
25.3
26.4
31.ユ
27.7
22.6
25.4
第3表 品 目 別 支 出 率 (洋風化指標) 単位00
  年次
都1巨.名
全都市
東京都
横 浜
名古屋
京 都
大 阪
神 戸
札 幌
帯 広
青 森
仙 台
高 崎
千 葉
富 山
甲 府
松 本
松 阪
大 津
奈 良
鳥 取
広 江
防 府
徳 島
今 治
福 岡
長 崎
都 城
鹿児島
ノe ン  類(穀 類=誤100)
30年 31 32 33 34 35 36 37
9.7
15.2
13.7
.,
11.6
10.3
16.0
8.3
7.1
4.1
6.5
10.4
12.6
 ・
7.0
7.0
8.3
7.3
6.O
S.3
7.6
5.0
7.6
5.0
5.2
9.4
3.1
5.2
7.1
10.9
i
5.8
7.9
6.8
10.1
7.8
5.8
5.7
5.6
6.7
9.3
4.1
5.O
I,
5.4
4.9
5.5
7.4
6.0
3.7
1
3.7
11
7.9
2.9
4.5
7.4
11.7
11.4
6.0
7.3
7.1
11.3
7.4
5.2
5.0
5.1
6.3
..
..
3.6
6.0
4.2
5.1
5.8
5.5
8.1
5.6
3.9
5.6
3.9
4.0
8.1
2.7
5.4
7。8
12.2
11.3
6.2
:f
7.9
13.5
7.6
5.3
3.5
 ・
6.4
9.1
4.2
・1
4.2
5.3
5.9
5.3
8.1
6.a
4.3
・1
4.3
4.8
・
2.9
5.3
.1 .,
12.4 12.7
11.7 12.2
7.8 7.5
   .,
7.4 8.4
13.0  12.8
   .,
6.1 8.1
5.3 6.7
6.1 5.7
6.0 7.7
10.5
4.z
6.1
aI
5.2
5.8
J.Z
9.3
5.5
3.8
5.5
3.8
5.3
 r.,.J
s.s
4.7
10.7
5.0
6.1
5.2
5.3
5.3
5.5
8.4
6.5
4.2
6.5
4.2
6.2
8 5
3.8
8.2
S.7
13.3
12.8
7.6
8.7
8.6
14.3
9.6
14.2
8.8
9.0
..
9.0
14.3
7.4 7.9
6.4 6.9
6.4 6.1
6.9 6.5
8.1 6.1
12.5
6.1
7.5
4.5
5.6
6.1
7.6
7.8
6.4
5.1
6.4
5.1
9.4
7.6
4.1
4.5
]ユ.6
6.7
8.1
5.2
9.9
7.5
8.6
7.9
7.4
5.8
7.4
5.8
6.4
9.6
4.9
.・
肉 類(そ の他の食料=10a) 乳 卵 類(そ の他の食料 一100)
30年 31 32 33 34 35 36 37
5.6
6.5
6.3
5.4
7.7
7.4
7.6
5.9
4.9
2.7
4.7
3.0
4.6
2、8
4.1
4.1
4.9
6.9
6.2
2.5
6.4
5.1
4.3
5.4
7.7
4.3
.・
4.8
6.2
7.2
6.8
6.1
7.8
7.9
8.5
6.0,
5.8
3.3
.・
2.9
5.6
3.3
3.6
..
4.8
7.5
7.3
3.4
7.2
5.9
4.0
6.1
9.7
・1
4.7
5.5
・.
8.1
7.8
6.4
8.5
..
8.6
6.4
5.4
3.9
5.4
2.9
4.9
3.6
!t
4.5
4.7
8.5
7.9
3.1
＄.0
5.2
4.2
6.3
8.9
5.8
4.2
6.4
7.0
..
8.2
7.3
9.4
9.9
10.4
6.4
4.8
4.3
5.1
3.7
7.Q
5.3
5.5
4.5
5.3
9.1
9.6
3.5
8.1
 ・
4.1
7.0
9.3
6.4
5.3
6.9
8.2
9.7
9.6
9.5
10.2
1ユ.6
10.9
8.ユ
5.2
6.1
5.6
4.1
7.5
5.5
6.7
5.0
6.6
..
・,
3.6
9.4
6.4
4.5
6.7
9.5
・ ・
7.0
7.0
9.6
11.3
10.3
10.3
12.7
13.7
13.1
.,
5.7
5.3
7.2
5.1
8.5
5.8
7.5
7.0
6.5
1ユ.7
11.5
4.3
10.4
7.2
5.6
8.].
13.1
7.6
7.5
8.1
10.7
13.1
ユ1.9
11.5
ユ3.8
15.0
16.0
9.0
6.4
6.4
8。6
5.7
8.9
7.0
8.0
6.8
8.5
13.4
13.2
5.9
11.9
8.1
7.3
9.7
14.1
9.3
..
9.0
11.9
14.3
13.6
13.6
15.6
16.2
17.4
9.2
7.0
6.7
..
..
6.7
12.0
7.8
7.8
7.7
8.1
15.5
15.2
6.0
12.3
8.5
6.6
9.5
14.3
9.5
8.2
10.2
30年 31 32 33 34 35 36 37
6.0
8.9
7.6
6.1
7.6
6.2
7.2
6.8
4.8
3.2
6.6
5.5
6.2
3.4
4.1
4.1
5.1
5.6
5.3
4.5
4.7
J.
3.9
4.5
5.8
3.7
3.1
3.3
6.5
・ ・
7.9
6.4
7.3
6.8
7.6
7.3
5.6
3.6
7.2
..
6.3
11
3.6
4.8
4.8
6.4
6.4
4.4
5.4
5.6
4.7
.・
6.5
4.5
3.3
4.7
7.0
10.4
S.6
・'.
7.4
7.4
7.8
g.0
5.8
.・
7.7
5.0
7.0
4.5
4.3
5.4
5.3
・ ・
7.5
 a
6.9
5.4
4.9
 ・
6.6
5.3
3.1
5.0
'T.7  8.5  9.6
11.1  11.7  13.0
9.5  10.1  11.7
7.9   9.6  10.0
8.5  8.6  9.2
8.3  8.9 10.5
10.1 10.4 11.5
7.6
5.＄
.・
7.7
5.7
7.7
5.2
・1
5.5
6.1
7.2
8.1
5.2
7.7
5.2
4.5
5.9
7.9
E.6
6.5
6.5
9.6
6.9
6.4
9.0
・1
10.1
6.5
・ ・
6.1
6.8
8。1
8.7
5.7
8.3
6.7
5.5
6.6
8.1
6.5
4.9
6.5
9.6
5.7
6.4
9.6
8.0
9.6
8.1
7.7
7.3
7.1
・,
9.9
6.7
ユ0.4
7.0
・.
7.5
10.7
7.3
6.2
6.9
1U.7
14.
12.7
11.3
1i.4
12.4
12.9
iO.2
8.3
9.1
11.8
8.8
11.1
8.2
9.1
8.1
8.5
11.3
10.7
8.4
10.5
9.2
7.5
9.5
11.2
8.2
6.7
8.5
11.1
14.
13.3
11.9
11.8
12.i3
13.0
11.
9.5
9.0
10.4
9.].
11.S
9.4
8.7
8.3
8.8'
12.S
I1.2
9.3
10.1
s.4
7.9
9.5
9.9
..
7.4
8.1
備考 1 35年度全都市平均を100とした構成率  2 総理府統計局 「家計調査年報」より算出
昭和38年1月(1963)
 (2)消 費物価の地域格差
 消費支出の地域格差を正確に把握するためには消費
老物価の地域差をも考慮しなければな らない。総理府
統計局の消費者物価地域差指数にょれば,36年 では最
高は松本106.4,0で 次いで千葉,大 阪,東 京等の大都
市が割高であ るのに対 して最低は帯広103.5%,長 崎・
103.4°o,松 阪1102.6°oと なってお り,最 高と最低の
極差は,3.8°oで 地方都市が割安の現象を 示 し て い
る。終戦直後のよ うに食料のヤミ値が高 く食料生 産地
に近い地方都市と東京,大 阪等の大都市間に食料消費
者価格の大 きな開 きがあった時期には名 目的な支出額
だけで比較 しても実質的な消費支出の地域差は正確に
把握することは出来ないが,そ の後の食料事情 の改善
と経済の安定に伴い物価の地域差は殆んど解消されつ
つあ る。従ってこのような消費者物価の地域差を考え
に入れて消費支出の地域格差を再検討すれば実質的な
地 域格差は前述 りもやや縮少するものと考え られ る。
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第2図 食料費支 出構成(36/30年)
 ④ 食料費の支出構成比
 基礎消費の うち一世帯当 り一 ヵ月間の支 出率は第2
表の如 く36年度の食料費の支出率1ま全都市平均で13,8
42円 で44.2°o,エ ンゲル係数は40.3%と な り,東 京の
15.766円,56.8%,エ ンゲル係数38%を 最高に名古屋
札幌,大 阪,横 浜等の大都市が割高を示しているが,
中国,四 国地方は低 くな り最低は者ll城とな り9,851円
で31.5%を 示し,エ ンゲル係数は46.4%と なってい
る。又 エンゲル係数では光熱費支 出の高い北海道が低
率を示し,最 高は都城 とな り,近 畿を除き四国,九 州
へ と高率を示し,所 得の高 さに反比例しているが,こ
れに反 して横浜,名 古屋,京 都,大 阪等の大都市は全
都市平均40・3%よ り割高を示し,36/30年 度の地域格
差は9・7/5.4%と な り縮少 している。次に食料費中の
比較的高級食品を含む 「その他の食料費」をみると39
年度では40・jo/の大阪が最高で,次 に東京等の六大都
市及び福岡の支出率が高 く,近 畿,中 国,東 北,九 州
の順に低 くなっている。最低は都城の21.9%0で その極
差は+ユ8.2ポ イン トを示している。
 又36/30年 度の消費支出総額に占める食料費の割合
及びその他の食料費に占める穀類の割合は第2図 の如
く大都市に於けるその他の食料費が割高を示めしてい
ることか ら,前 述の六大都市の食料費支 出率が高い事
が明らかである。故に食生活の状態をエ ンゲル係数の
みで判断するこ とは困難である。大都市程食生活の質
の向上等が起因して,む しろエンゲル係数は割高を示
しつつある。
 (4)品 目別にみた消費格差
 品 目別に食料消費の内容一一 生活の近代化の一つの
形態であ る洋風化の指票 としてのパ ン類,肉 類及び乳
卵類の支出を第3表 よ りみれば,パ ン類 ではi<11戸を最
高に東京,横 浜,千 葉 等の大都市の消費率が高 く穀類
の場合と逆の現象を示している。肉類では京 祁,大 阪
神戸等の関西地方の支 出率が高 く,36年 度では16%の
神戸を最高に六大都市並びに大E,奈 良,福 岡の諸都
市は全都市平均10.7%を 上 回ってお り,福 岡を除いた
九州,四 国,中 国,東 海,東 北の諸都市では低く,最
低は高崎の5.7%と な り,そ の極差は10.3%と なって
いる。これに反 して乳卵類の支 出率は関東が高 くユ4.2
%の 東京が最高 とな り,肉 類の場合 と同様に六大都市
一34一
も割高を示してい る。又北海道,仙 台,千 葉,大 津,
福岡等の都市は平均を上回 り6.7%の 都城が最低でそ
の極差は7.5°oを 示し,肉 類の極差よ りやや小 さくな
っている。その事はそれだけ消費の弾力性の強い食品
であると考え られる。
第3図 肉i類及び乳卵類消;三支出伸長率(36/30年)
 次に36/30年 度の支出伸長率を第3図 よ りみれば,
横浜,京 都を除いた六大都市では21%で 全都市平均の
19.1%を 上回っている。又長崎,鳥 取,奈 良等も割高
を示し,四 国,北 陸では低 くなってい る。これに反 し
て乳卵類の伸長率の分布は肉類 とは異な り,六 大都市
よ りむ しろ九州,四 国地方並びに北陸の諸都市が高 く
なっている。以上を考察すれば,食 生活の地域差は輸
送機関S保 存設備の発達によ り漸次な くな りつっあ る
が,そ れにも拘 らず所得格差や産地関係等,更 に食習
慣の相違によ りいまだにその格差は少なか らぬ差異が
認め られる。
IV 結 ぴ
食物学会誌 ・第13号
 最近6ヵ 月間の消費支 出の地域格差変動は前述の通
りであるが,単 に支 出金額に基 いて消費生活の如何を
述べる事は困難であるが,地 域的条件等を加味して,
その格差を概観す ると,次 のよ うな傾向である。消費
支出の地域差は大都市の工業地 帯及びその周辺都市 と
他の地方都市間に格差を可成 り認めた。また生活に基
礎的に必要な消費支出よ り随意支 出の地域格差の大な
ることは大部分は所得に関係 してい るが,雑 費(教 育
・文化費) ,外 食費の格差の大 小に起因しているもの
と考え られ,一 般的には国民生 活の向上及び食生活の
形態の変化を物語 り,エ ンゲル係数 よ り更にこの事実
は立証できる。いまだ食生活にかな り大 きな地域格差
が認め られることは家庭経済 として考慮すべき問題点
である。
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